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〒 194 束京都 W 田 市南大谷 11 
三菱化成生命科学研究所発生生物学研究部 



会 長     〒 160  東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部 生物学教室 
家 増 郁夫 ( 電話 03-203-4141 内線 [39W1) 

DGD 編集主幹     〒 606  京都市左京区北自 川 追分町 

京都大学理学部 動物学教室 
米田満 樹 ( 電話 075-751-2111 内線 4082) 

DGD 編集幹事     〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 

大阪教育大学 生物学教室 

加藤憲一 ( 電話 06-771-8131 内線 251) 干 事 務 局 194  町田市南大谷Ⅱ 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究部 

( 幹事長 ) 東 中川 徹 ( 電話 0427 づ 4 づ 244) 

( 庶務幹事 ) 北村 邦夫 ( 電話 0427 づ 4 づ 294) 

( 会計幹事 ) 加藤 山宇 子 ( 電話 0427 イ午 6250) 

学会 セ ソタ 一 : 〒 113 文京区弥生 2 ㍉ 円 6 

学会 セソ タービル向日本学会事務 セ ソタ 一 

日本発生生物学会 係 ( 電話 03-817-5801) 

凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送についてほ ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

事務局よりのお 願い ソ 

テレホンカード 販売について 

例年のように ，大会においてテレホンカードを 販売いたします。 300 円の寄付も含めて 1 

枚 1,000 円です。 是非御協力ください。 

尚 ，事務局にて 常時販売もいたしております。 御 一報をお待ちしております。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 加藤 由 宇子 

  



第 38 回運営委員会報告 

第 38 回運営委員会は ，昭和 63 年 1 月 14 日午後 1 時ょり三菱ビル 会議室において 開催された。 出 

席者は以下の 通り ( 敬称略 ) 。 

麦蝉 郁夫 ( 会長 ), 天野 実，江口 吾朗，片桐 千明，加藤 淑 裕 ，黒田 行 昭 ・佐藤 

知行，塩川光一郎，鈴木義昭，平木 幸男，足元紀，水野 丈夫 ( 以上運営委員 ), 米 

田 満 樹 ( 編集主幹 ), 加藤 憲一 ( 編集幹事 ), 及川 胤明 ( 次期大会準備委員長 ), 

京中川 徹 ( 幹事長 ), 北村 邦夫 ( 庶務幹事 ), 加藤山宇 子 ( 会計幹事 ) 

1. 会長挨拶 

2, 庶務報告 

・会員数 788 名 ( 昭和 62 年 11 月 30 日現在 ) 

・サーキュラー 58 号発行 ( 昭和 62 年 12 月 ) 

・東レ研究助成， Brain Science 研究助成， Brain Sc@ence 派遣助成の候補者として 各 1 名 

推薦 ( 本 サーキ、 ラー 8 ぺージ参照 ) 。 

3.  会計報告 

・昭和 f62 年度決算報告および 昭和 f6..@ 年度暫定予算が 提出され審議された。 

( 本 サーキ、 ラー 2 一 4 ぺージ参照 ) 。 
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・ 本 サーキュラー 4 ぺージ参照。 

            
  

6, 学術会議報告 

・サーキュラー 58 号および 59 号の「日本学術会議だより」参照。 

・国際発生生物学会の 国際学術団体への 加入申請に対し ，却下された 旨 報告された。 

7.  次期大会準備状況報告 

・順調に準備されている 旨 報告された。 

8.  次々 期 大会開催地について 

・北海道大学理学部動物学教室に 大会準備をお 願いし，同教室の 片桐千明氏の 承諾を得た。 

9, 学術会議会員候補者の 選定 

・学術会議会員の 候補者として 平本幸男氏を 選出した。 また，学術会議会員の 推薦に当たる 

推薦 人 および推薦 人 予備者としてそれぞれ 安堵郁夫氏および 京中川 徹 氏を選出した。 

10 ． 国際会議後援について 

・国際 疎 反動物学会および 第 5 回無脊椎動物生殖学会議を 後援することにした ( サーキ、 ラ 

ー 58 号参照 ) 。 

11.  日本発生生物学会の 国際化について 

，サーキュラー 58 号および本号 6 ぺージ参照。 
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昭和 63 年度 暫定予算案 ( 一般会計の部 ) 

  

  

収 入 金 額 支 出   金 額 

学 会 費 7,382,000 D G D  印 刷 費 10,700,000 
D G D 売 上 4,000,000 D G D 編 集 費 1,500 ， 000 
英 文 校 閲 代 370,000  英 文 校 閲 費 500,000 
            ク ナ ソバ 一 50,000  学会事務 セ ソタ 一 

文 部 省 助 成 金 4,160,000 業 務 委 託 費 1,040,000 
超 過 ぺ ー ジ 代 0 発 送 費 800,000 

広 " 。 =   代 980,000 諸 経 費 170,000 

賛 助 会 費 340,000 D G n 保 管 料 100,000 

雑 収 入 30,000  大 学 部       

ⅡⅡリ エ Ⅱ 下 息 6,000 発 送 費 550,000 

ⅡⅡ 糖り Ⅰ リ   代 550,000 

サーキ ヱラ 一印刷費 430,000 

要 旨 実 印 刷 費 700,000 

大 会 援 助 費 250,000 

運営委員会経費 350,000 

事 務 局 諸 経 費 240,000 

送 金 手 数 料 6,000 

選 挙 費 用 260,000 

特別会計より 借入金 500,000 

り B-I ， 18,146,000   173,789 

ム口 - 一 - - 口 十   18,319,789 ム口 計 - 18,319,789 

昭和 63 年度 暫定予算案 ( 特別会計の部 ) 

  支 人 金 額 山 金 額 
寄 付 500,000  旅 費 援 助 500,000 

送 金 手 数 料 3,000 

一般会計へ貸出金 500,000 

り 計 500,000@ /h ユ｜ 1,003,000 

前 年 度 繰 越 金 3,341,392  次 年 度 繰 越 金 2,838,392 

  （ テレホ 在 @ 分を含む ソ カード ）   
ム 3,841,392 ムコ l @   - 一 - - 口 十 3,841,392 

一 3 一 



㈲ 昭和 62 年度決算報告 ( 一般会計の背の 

く収 入 ノ 

会員数の増加，会費納入率の 上昇により，学会費の 項目で増収があ りました。 一方，円高の 影 

響 による DGD 売上の減少， DRD vol. 29 からの超過ぺージ 代 徴収の廃止による 減収が目立 

ちます。 

く 支 出 ノ 

サーキ、 ラ 一印刷費の支払いの 遅れを解消したためにサーキ " ラ 一印刷費が例年よりも 増加し 

ています。 また会員数増加と 共に学会事務センタ 一の費用が増加してゆく 傾向にあ ります。 DG 

  

  

D 編集費は予算案作成の 時点ょり，できるだけ 抑えていただく よう お願いをしました。 

62 年度予算案では 次年度繰越金が 0 に近くなる予定でしたが ，多少 多 めに繰越すことができま 

した。 しかし昨年にひき 続き約 75 万円の赤字収支となっています。 

(2) 昭和 62 年度決算報告 ( 特別会計の部 ) 

皆様の御厚意による 寄付金およびテレホ ソ カード売上げの 合計が支出を 上回り，特別会計は 約 

25 万円の黒字収支となりました。 

(3) 昭和 63 年度暫定予算案 

本年度 よ りの会費の値上げおよび 英文校閲費の 有料化により 増収が予想されます。 一方超過 ぺ 

一ジ 代の廃止による 減収，引用文献に 論文のタイトルを 記載することによる 支出増により ，上記 

の増収をほとんど 吸収する結果となり ， 63 年度も 62 年度並の赤字収支になることが 予想されま 

す。 本来は繰越金がマイナスになりますが ，特別会計より 借入をしてかろうじて 次年度繰越金を 

残す予算案となっています。 尚 ，今回ょり DGD 編集 費 と英文校閲費を 分離して記載しています。 

D.G.D. 編集局より 

編集主幹 米 円 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 

今年の 30 巻 1 号を手にとられて ，お気づきのことと 思いますが， この号から引用文献りストに 

論文のタイトルまで 含めることになりました。 また 8 ぺージ な 超えたときにかかる 超過ぺージ代 

の著者負担を 廃止しました。 これらの小さい 改良を含め，論文数の 増加を考慮して ，予算も増額 

されています。 別刷 代 単価は従来のままです ( 他誌に比べて 安いと思います。 50 部までは無料で 

す ) 。 

昨年は 63 篇 ( 国外から 19 編 ) の論文を掲載しました。 投稿総数 ( 約 80 編 ) がこの 2-3 年あ ま 

り装 らない中で，むしろ 国外からの寄稿が 少しずつふえています C37%) 。 寄稿者は国際的に 拡が 

り，また雑誌の 国外頒布数も 増大しています。 しかし DGD は依然として 日本の発生生物学会の 

会員によって 支えられている 雑誌です。 会員の方々； もるのより一層の 寄稿をぜひ特にお 願いしま 

す。 学会事務局と 編集局は，現在 B5 版の本誌を来年 1 号から A4 版にする具体的な 準備をして 

いるところです。 これで， よ り多くの論文が 掲載される ょ 5 になります。 外形に見合 5 内容のも 

のにするため 編集局は一層努力しますので ，会員の方々からの 寄稿を重ねてお 願いいたします。 

一 4 一 



日本発生生物学会の「 10 年日の反省」 

  

  

会 長 安 増 郁 夫 

今年は日本発生生物学会創立以来，第 2 回目の「 10 ヰ - 目の反省」をおこなう 年に当たっていま 

す 。 最近の 10 年間 に ，学問の進歩や 社会環境の急速な 変化に伴って ，発生生物学会にもいろいろ 

な点で変化があ りましたし．今後も 大きな変化を 経験するであ ろう事を予測せざるを 得 ません。 

このような時に 当たっての「 10 年目の反省」 ほ 極めて有意義であ ろうと考えます。 「 10 年目の反 

省 」にあ たって，発生生物学会はいかにあ るべきかという 議論は当然なされるべきことと 考えま 

す。 それと同時に ，最近発生生物学会がおこなってきたこと ，そしておこなお 5 としている計画 

についての反省と 議論も重要であ ろうと考えます。 具体的で重要な 問題は， 1) 発生生物学会 大 

会 ， 2) DGD 発行と頒布， 3) 国際化， 4) 財政であ ろうと考えます。 

1) 日本発生生物学会大会について 

日本発生生物学会大会は ，近年， 2 会場でおこなわれ ，一般講演時間は 15 分になりました。 第 

1 回の「 10 年目の反省」の 頃 までは， 1 会場で，講演時間も 20 分であ ったものが現在の 形になった 

のは，主に一般講演申し 込み数が増加したことによると 考えられ，このことは 発生生物学会の 発 

展を示すものとして 歓迎すべ き ことと考えます。 しかし，発生生物学会は 材料や方法は 様々であ 

るとしても，発生という 限られた生物現象の 研究者によって 構成されております。 従って ， 多く 

の生物現象を 取り扱う研究者によって 構成される学会や ， 主として研究手法を 同じくする研究者 

によって構成されるそれとはちがっていると 考えられます。 後者の大会が 多くの会場に 分かれて 

講演がおこなわれることはむしろ 合理的であ るのかもしれません。 しかし，本学会の 会員の研究 

手法がそれぞれ 形態学，生化学，分子生物学的手法等さまざまに 異なっているとしても ，発生 現 

象 に共通の興味を 持ち，研究をおこなっていると 考えられます。 従って，一つの 会場で様々な 材 

料と手法による 研究についての 講演に参加し ，議論を尽くすことは ，自己の分野 だ げに限るよ 

り，数段実り 豊かで は ないかという 考えもあ ります。 このことを実現するため ，春秋 2 回の大会 

をおこなうべきであ るという提案もあ りました。 近年，名古屋大学で 開催された大会では ，全て 

の一般講演をポスタ 一でおこなった 例もあ ります。 これも全ての 大会参加者が ， 全ての講演に 参 

加できる形式です。 一方，発生学もその 発展に伴って 分化がおこっているから ，会場が複数であ 

っても問題はないという 考えもあ ります。 

又 ，大会でおこなわれるシソポジ ゥム に関しての意見もさまざまあ ります。 発生生物学会大会 

の企画は ， 全て開催地におまかせするのが 今までの習慣であ り，これまでの 20 回それぞれ個性あ 

る 大会が開かれてきました。 大会でシンポジウムがおこなわれなかった 事もあ りますし，シンポ 

ジウムの企画は 開催地の準備委員会又は ，有志の方々の 努力でなされてきました。 一方，これま 

でのよ 5 なシソポジウムに 加えて．発生生物学会の 運営委員会が 議論を尽くし ，広い視野から 特 

定 テーマのシソポジウムを 企画し発生生物学上の 重点問題の一つとして 提示すべきであ ろうとい 

う声もあ ります。 

一 5 一 

  



大会会期についても 幾つかの御意見を 頂いております。 これまで本学会の 大会は習慣的に 5 一 

6 月におこなわれ ，一般講演の 申し込み締切は 2 月頃 になっています。 この会期 は， 秋の学会ヲ 

  

ッ シュ時期を避けたことと 理解しております。 しかし，この 期間は大学の 事務，及び実習などが 

忙しい時期に 当たるため，大会には 定年逐一回も 参加できなかったという 方もあ ります。 この問 

題は「 10 年目の反省」ということには 馴染まないかもしれません。 しかし，多くの 会員の参加し 

得る大会開催時期を 考える必要もあ ろうかと考えます。 これらのことに 関する会員の 皆様の御意 

見をお待ちします。 

2) DGD の発行と頒布に 関する問題 

DGD 発行については ，米田主幹・ 加藤幹事の御努力と ，皆様の御協力によって 順調に進んで 

います。 編集委員会と 学会事務局は ，よい論文の 投稿を促進するため ，次のよ 5 なことをおこ な 

いました。 別刷りの無料提供に 加え，著者負担であ る超過ぺージ 印刷費を減少するため ，制限ぺ 

ー ジを大幅に広げましたので ，ほとんどの 論文は超過ぺージ 代 なしで出版されるよ う になりまし 

た。 そして，編集委員会は 速報性を重視して ，速やかな出版を 目指しており ，現在最短のもの 

は 投稿後口 ケ 月で出版されております。 これは年 6 回の出版の場合では 限度に近い早さと 考えま 

す。 又 ，読者の便宜のため DGD 論文中の引用文献記載の 様式も変更されております。 1989 年か 

らは DGD を B5 から A4 に大型化し，表紙のデザイソを 変更することを 計画中です。 以前に D 

Gm を年 4 回の出版から 6 回へ変更された 英断と努力は ， DGm に現在の地位を 与えた大きな 要 

素の一つであ ります。 今後の目標は ， DGD の月刊化であ ろうと考えております。 

DGD の国内での頒布は ，会員への頒布数を 除くと 80 であ り，海外頒布はアカデ 、 " クプレス 

との契約後伸びて ，在外会員への 30 部を含み 580 部になりました。 DGD 国外販売部数は 国際 誌 

といえる量であ ろ 5 と考えます。 予定されている DRn の様々な変更も 国外頒布促進に 効果を及 

ぼすものと考えます。 国外からの DGD 投稿が増加していることも ，アカデ ， " クプレスとの 契 

的 による DGD 頒布の国際化が 多少の貢献をしていることによるのかもしれません。 

3) 日本発生生物学会の 国際化 

前号のサーキ ， ラ 一に， l SDB 会長をなさった 岡田先生が日本発生生物学会の 国際的関係の 

強化について 提案されております。 中国，オーストラリア ， ニ、 一 ジー ランドの ， 我々と関連す 

る学会 又は 機関から合同の 会を開くことについて 非公式の提案が 寄せられています。 これらの 提 

案に前向きの 回答をし， 「国際化」を 試みることをおこなってみよ 5 と思います。 

4) 財政問題について 

本 サーキ， ラ 一に掲載の暫定予算案をご 覧下さると判ります よう に，会費を値上げした 結果の 

増収にもかかわらず ，本年度も実質的に 赤字予算であ ります。 当然予測すべき 一層のドル安など ， 

赤字要因についての 見通しの悪さを 心からお詫び 致します。 この文中に DGD 出版について 述べ 

ました改革による 赤字も多いと 考えますが，それに 伴 う 海外頒布促進， 版 型の改訂に伴 う 海外 定 

価の改訂によって ，次年度からは 赤字解消に向かうことを 予定しております。 財政上の問題で 消 

極的な活動に 留まるより，積極的に 活動して，財政問題をも 解決に導きたいと 考えております。 
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一方，私どもは ，会の運営をより 円滑にするため ， 「 DGD 基金」の創設を 考えております。 こ 

の件に関して ，学会事務 セ ソタ 一 との事務的協議をおこなっております。 

これらの問題以外に ，発生生物学会には 多くの成すべき 事があ ると考えております。 その一環 

として前会長加藤先生など 多くの方々の 努力によって 山田財団等に 加えて，東レの 研究助成の候 

補 推薦団体たり 得たこと，平木先生の 尽力による， 成茂 寄付に よ る会員の海外渡航費援助などが 

あ りますが，今後，他の 研究助成の候補推薦団体たり 得る ょ 5 努力しなければならないと 思って 

います。 又 ，このたび日本学術会議との 関連も他学会なみに 回復しました。 将来の研究発展に 伴 

って起こり 9 る 学会発表と特許権 申請の問題もこの 保護に関する 申請が受理されております。 こ 

れは発生学研究にとっては ，必ずしも重要ではないと 考えますが，そのサポートたり 得るものと 

考えます。 

「 10 年目の反省」にあ たって，ここに 近年発生生物学会がしてきたこと ，そしてしようとして 

いることをその 反省のための 資料として記述しました。 従って，ここでは 日本発生生物学会はい 

かにあ るべきかという 基本的理念についての 議論は除覚されております。 日本発生生物学会の 10 

年 目の反省を実り 豊かにするため ，会員の皆様に 基本的理念を 含めて，御意見をお 寄せ下さる よ 

う お願いいたします。 

お願いと御案内 

上記の会長のコメントにあ りますよ 5 に「 10 年 目の反省」 「大会の会期」および「学会の 基本 

的 理念」について 会員の皆様の 御意見を会長宛もしくは 事務局 死 に是非 お 寄せ下さい。 

なお， 5 月に開催されます 大会において ， 「 10 年 目の反省」についての 集会が 5 月 27 日の総会 
  

の後に予定されておりますので 奮って御参加下さいます よう 御案内いたします。 

事 務 局 
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東レ助成金候補者の 学会推薦の判断基準について 

会 長 安 堵 郁 夫 

日本発生生物学会は ， 所 学会長を初めとする 多くの方々の 努力の結果，東レ 助成金の推薦団体 

となりました。 そのことをサーキュラ 一に広告致しましたところ ，数件の推薦に 関するお申し 込 

みをいただ ぎ 有難うございました。 そのうち， 1 件のみを推薦しなければなりませんので ，お申 

し込みの方々の 書類を選考しなければならなくなりました。 これまで山田財団等の 助成金の推薦 

を 致してまいりましたが ，明確な基準は 必ずしもあ りませんでしたので ，これまで習慣的に 行っ 

た判断基準を 明確化すべきであ ろうと考えました。 以下がこの度の 判断に用いた 基準です。 

・ n) 研究目的の独自性，独創性 

2)  この研究目的を 5 々づける研究実績 ( 研究論文を中心とし ，学会発表，科学研究費などを 補 

助判断基準とする ) 。 

3)  申請者によってこれまで 完成した研究は ，申請された 研究目的のどの 段階まで実現している 

か。 評価は下記の 順に判定しました。 

イ ) これまでの研究は 既に完成，又はそれに 近く，申請された 研究目的を遂行するのに 十分な 

基礎となっている。 

口 ) 研究目的に向かって 既に研究が進んでおり ，近い将来目的達成が 期待できる。 

ハ ) 研究目的は既にほぼ 完成に近い。 

ニ ) 研究目的達成は 困難であ る。 

ホ ) 研究目的達成の 可能性を判断すべき 実績に乏しい。 

の この目的が達成された 場合の生物学 ( 本学会では発生生物学 ) への貢献度 

5) 研究経費と研究方針の 整合性 

6)  申請者 ( 協力者を含む ) の日本発生生物学会への 貢献度 ( 過去 5 年間の DGD, 大会での発表 ) 。 

この内， 1), 4) 項はいかに公平に 判断しようとしても ，判断する側の 主観が入ることは 否 

定できません。 申請された分野で ，材料，研究対象はちがっているとしても ，類似した方針，方 

法で行われた 研究成果があ るとしても，申請された 研究の結果として 得られるであ ろ 5 ものが， 

現在得られている 結論を大幅に 変える，又は 現在の知見を 飛躍的に発展させると 期待される場合 

1), 4) 項に高い評点を 与えるべぎであ ると考えました。 この様にして 判断しても，判断する 

側の主観はどうしても 取り除げないと 考えますが，出来るだ け 客観的に判断する 様に努力しまし 

た 。 その他の客観的判断の 項目もあ りますので，著しい 不公平は避げられると 考えます。 尚 ，こ 

れらの判断は 相対的なものにならざるを 得ないことを 申し添えます。 

今回の本学会に 推薦申し込みをいただきました 数件の研究について ，以上の点を 検討し，推薦 

1 件を決定いたしました。 今後，他の助成金につきましても 以上のよ 5 な方針で判断していくつ 

もりであ ります。 
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1987 年 MBL  (WoodsHo@)Embry 引 ogy  コースに参加して ( っ づき ) 

佐 藤 知 行 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

コースの 前 ・後半の変わり 目の 7 月 19 日の日曜には ， 皆んなで Boston へ Redsox の応援に 

出かけて気分を 一新し， 20 日から後半が 始まった。 後半は Fred, Rob, Matt が去り ， 代わって 

Bruce BRANDHORST (Univ. of Manitoba; ウニの発生における 翻訳制御機構 ), Alan CO. 

  

  

LEMAN  (Univ.ofWarvik  ; 両生類別におげる heat  shock  pr0teins),Tom  SARGENT  (NIH; 

両生類の発生において 嚢胚 期 に特異的に発現される 遺伝子群の解析 ) が スタ " プ として加わっ 

た 。 スタイルは前半と 同じではあ るが，表 2 に示すよ 5 に， lecture と lab の内容はより 分子生 

幼学的なものになり ， lat@ ではゼノパスの 卵母細胞に外来の mRNA や DNA を注入しての 翻訳 と 

転写の解析，さらには ，ゼノ " スの 特定の遺伝子の cDNA プローブを使った 実験などが行われ 

た 。 ただし，前半に ウ 二卵での microinjection を 団 ndy らにし ぱ られていた学生にとって ，カ 

エ ルの卵は充分大きく ， 扱い易いものだったらしい。 10 日間の lab work の後，後半の mini, 

pr0ject research に入っていった。 その間一回 彼 に MBL の桟橋で， Nerels lImbata (Poly.   
chaeta) の採集があ り，さらに一回，船で 出てド ン " ジで Arbacia などの採集があ った。 

こうしたコース 前 ・後半を通じての mmniproJect  research  の間に， guest  speaker  による 

lecture が数回あ り ( 表 3), さらに 4 回の symposium ( 表 4) があ った。 加えて， MBL 主催 

の Friday Evening Lecture ( 発生生物学関係では ， EricDAVIDSoN が招かれて， ウニの 発 

出 における細胞系譜に 沿った幾つかの 遺伝子の発現機構に 関する魅力的な 話をした ), 各コース 

主催の lecture, symposium がめじ ろ 押しにあ り，一夏での 耳学問は大変なものになる。 Emb, 

ryology  コースの symposium  の最初は， 6 月 29 日に CHABRY  (1887)  がホヤのモザイク 的 

発生様式を初めて 示してから 100 年になるのを 記念して行われた。 ホ ヤ の初期発生 ( 受精を除 

く ) を 研究している 仲間が初めて 一同に会したものと 言ってよい。 

WHITTAKER (1973) の卵割阻害 胚 での分化マーカ 一の発現の研究以来，卵細胞質決定因子 

と 関係しつつ，ホヤ 胚における細胞分化のメカニズムの 研究が注目されるようになっている。 

が ，最近お互いの 研究テーマが 似通ったものになり ，人間関係がぎくしゃくする 所が無きにしも 

あ らずだったので ，相手の顔を 見，相手がこれから 何をやろうと 考えているのかを 忌憧 無く聞 け 

たことで，今回の 私自身の MBL 訪問の目的の 半分以上は達せられたといってよい。 

2 回目 (8 月 1 日 ) は MPF に関するもので ，細胞周期を 進めるものとして MPF への熱い視 

線 が再び戻ってきている 時だげに，魅力的な 講演と白熱の 議論が続いた。 MALLER はゼノパス 

卵から MPF を分子量約 4.5Kd ほどのものとして 単離できたらしいと 話し， FORD は MPF 

を 研究する際の 実験 糸 の問題点を手厳しく 指摘した。 Joan と Tim  の cyclin の話は，その 発 

見 と進展がまさに MBL で行われたものだげに ，研究内容の 美しさもさることながら ，みんなの 

注目をひいた。 3 回目の 8 月 8 日は両生類の 胚誘導に関するもので ， Doug MELTON, Tom 

SARGENT, Bob GIMLICH  の若手にくわえて ， John  GURDON  がイギリスからやってくると 
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あ って ， 2 ～ 3 日前からかなり 多くの学生が WoodsHole に集まり， LOEB の二階のロビーは 

なにやらにぎやかになった。 しかし， GURDON はフライトが キャソ セルされて来れなくなり ， 

みんなをがっかりさせた。 とはいえ， Doug の V ㌘ l の発表などは 印象的であ った。 最後の 4 回 

目は，受精卵内における 精子の双 核 化に関するもので ，Ⅵ e VACQUIER のウニ 卵ジ，リ 一に 

よる精子のヒスト ソ タンパク質の 燐酸化などの 話は聞きごたえのあ るものであ った。 しかし 3 

週連続で土曜日丸一日が symposium に費やされ，またコースも 終わりに近づいて ，みんな匹目 

に見えない疲労が 漂い，質疑応答などは 全く盛り上がりを 欠いてしまい ，岩尾さん ( 山口大 ) など 

の 講演者にはいささか 気の毒でもあ った。 symposium の夜には必ず 小さな reception があ り， 

ビール やワイソ を飲みながら 講演者と歓談できる よう になっている。 それぞれの分野での 一線級 

の 研究者達と直接に 話せるのは学生にとって 大きな楽しみであ った ( ただし，いつも・ recepti0n 

に講演者がや っ てくるのが遅く ，毎回みんな 随分と待たされた ) 。 

ここで MBL のコースでの 生活について 少し述べてみると ，まず，初対面の 皆んなの和を 築き 

あ げるのに役だったのが ， birthdayparty とソフトボールであ った。 うまい具合いに 6 . 7 月 

生まれの学生が 多く ， p ビ 一でビール やワ イソを飲んで 踊ったり， Captain Ⅲ d (MBL 近くの 

パブ ) へ 飲みに出かけたりする う ちに，すぐに 皆んな打ち解けてしまう。 ソフトボールも 楽しか 

った。 特に physiology コースとの試合は 例年 big game とかで， 試合の数日前から 盛り上が 

りをみせた。 当日は MBL から歩いて 5 分とかからないグランド ヘ ，テープやボンボンで 飾り付 

けたテキサス 大の バソ に全員を詰め 込み，クラクシ ， ソを 鳴らし，きよう 声をあ げながら乗り 込 

んだ。 ゲームも ヱ キサイト し， 信じられないようなファインプレイが 続出した。 我がチームに 得 

点が入ると花火が 打ち上がり， Fred を筆頭にして 水着にテープのフリルを 付けた女学生のチア 

ガール達がダイアモンドを 一周する。 反面，判定をめぐって 相手チームとつかみ 合うようなシー 

ソまで起こった。 結局， 7 回を終って 9 対 9 で延長に入り ， 9 回 9 対 11 で今年も Embryology 

ほ 負けてしまった。 

もう一言付け 加えておきたいことは ，縁の下の力持ち Mark と Carol の存在であ る。 二人は 

かってこのコースの 学生であ り，この夏はコースの teaching assistant として雇われている。 

実験の準備，必要な 薬品・器具の 手配から， lecture の際のスライド 係 ， symposlum  のために 

来研 する人達のさまざまな 世話に至るまで ，すべてを二人で 切盛りしてみせた。 判らないことや 

困ったことが 起こったら，二人に 聞けばよい。 二人の明るい 性格は特筆すべきものであ り，二人 

の 活躍なくしてコースが 成功 裡に 終れたとは思えない。 

コース最終日の 8 月 22 日の夜，コースの 終了 式 が行われ，コースを 主宰した B Ⅲから，この 時 

ばかりはちょっと 緊張気味の学生一人一人に ，ユーモアと 皮肉たっぷりの 手短なコメントを 加え 

てコースの修業証が 手渡された。 その後，学生側から 代表が二人出て ，スタ " フに 感謝状を贈る 

とともに，コース 参加者のほ ぱ 全員に，さまざまな Award が手渡された。 締めくくりのパーテ 

ィは ，学生の最後の ェ ネルギ一でごったがえした。 ビール ・フイソの後，液体窒素ガスがもうも 

うとするなかディスコダンスに 狂 じる。 最後には皆んな 自分の実験机の 上に登って足を 踏みなら 

一 Ⅰ 0  一 

  



し 踊りだす始末であ る。 川 an が私に " 日本でもこんなことがあ るのか㍗と聞くので ， " あ 

  

    

  

るわけがない " と答える ( 大学院生の頃 ，研究室でラジオでクラシ " ク (p" ク ではない ) を聞 

いていて注意されたくらいだから ) 。 " イギリスでは ?" , " ない " 。 ただ私自身は 彼らのこうし 

た爆発的な ヱ ネルギーを信じたい。 学生の中で私が 一番魅力を感じた Greg や Wei が， これ 

からどんな研究者になっていくのだろうか。 楽しみであ る。 

これまでに述べた 87 年度のコースの 概要は，毎年学生が 変わるわけであ るからそれ自身独立し 

たものであ るはずであ る。 しかし，一方には ，今年を含めて 過去 5 年間コースを 指導してぎた 

co.director 達の最後の年のコースとも 考えられる。 来年からは Eric H. DAVIDSON (Cal. 

Tech.) が direct0r となって，コースが 始まるそうであ る。 その内容をみると ( 例えば Deve- 

lopmentl01(3 り ，今年は 6 月 19 日から 6 週間に 4 つの ュニ " ト があ り， GaryFREEMAN, Ju- 

d テぬ KIMBLE, John GERHART など，魅力あ る スタ " フ 0 名前がずらりとならんでいる。 ど 

の 様なコースになるのか 今から楽しみであ る。 コースは MBL と NIH からのグラントによって 

援助されており ，参加する学生は 原則的には無料であ る。 応募要項は毎年，年末には MBL から入 

手できるはずであ る。 今回 MRL 訪問の機会を 与えてくれた B Ⅲに深く感謝するとともに ，今後 

一人でも多くの 日本の若い研究者 ( 大学院または post-doc  レ ペル )  の参加を願 づ てやまない。 

表 2.  後半の lecture  と laboratory  の内容 

lecture laboratory 

7/20@ Ray@;@ Electrophysiological@ studies Bill; In situ hybridization II 

of@ Xenopus@ oocytes@ and@ eggs 

7/21@ Rindy;@ Polyspermy@ prevention 1. Electrophysiology of eggs 

2.@ Microin5   ction@ of@ eggs 

7/22@ Bruce;@ Expression@ of@ the@ zygotic 3. Vibrating probe demons1   

and@ maternal@ genomes@ in@ sea 4a ， Ascidian@ development 

urchin@ embryos@ I ． Overview 4b ， Polyspermy 

7/23@ Bruce;@ ibid ， II ， Interspecies@hybri- 4c ・ Spiralian development 

ds@ and@ tubulin@ genes 

7/24@ Alan;@ Translational@control@of@heat Translation of［RNA @   Xenopus 
shock@proteins@in@Xenopus@oocytes oocytes 

7/25@ Alan;@ Diffusion@and@ accessibility@of@ Transcription@ and@ translation@ of@ injected 

mRNA@ in@ Xenopus@oocytes@and DNA（n Xenopus oocytes 

embryos 

7/26@ Bill;@ Pattern@ formation@ by@the@egg Two dimensional“el electrophoresis of 

cytoskeleton proteins@ I   

7/27@ Paul;@ Gene@ regulation@ in@ early Two dimensional gel II   

Xenopus@ development 

7/28@ Tom;@ Information@ storage@and@tra ， Fertilization, culture‖nd manipulation 

nsfer@ in@ the@ frog@ embryo of@ Xenopus@ laevis@ embryos     

7/28@ Tom;@ Regulation@ of@ gene@activity ib テ d. I1   

in frog‘mbryo 
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表 3.  Guest  speaker l 紅よ =  よる lecture 

7/1@ M ， SOLURSH@ (Univ ， of@ Iowa)@;@ Migration@ of@ primary@ mesenchyme@ in@ the@ sea 

urchin@ embryo   

7/3@ J ． P ． TRINKAUS@ (Yale@ Univ ， )@;@Early@ teleost@ development   

7/7@ R ， RAFF@ (Indiana@ Univ ， );@ Sea@ urchins@ that@ skip@ the@ pluteus:@ cellular@ mechanisms 

for@ evolutionary@ changes@ in@ development ・ 

7/9@ L ， Etkin@ (M ， D ， Anderson@ Hospital);@ Differential@ gene@ regulation@ and@ cell@ type 

determination ， analysis@ using@ the@ amphibian@ system   

7/16@ T ． HUMPHREYS@ (Univ ， of@ Hawaii)@;@ Actin@ genes@ and@ homeobox@ genes@ in@ sea@ ur- 

chin embryos: What do they tell us about the developmental program? 

表 4.  Symposium  の内容 

  

  

6/29 Laurent，habry Centennial Symposium on Ascidian Development 

J ， R ， WHITTAKER@ (MBL)@:@ Homage@ to@ Laurent@ ChabrYWhy@ are@ there@ two@ kinds 

of developmental regulation? 

A ． SPEKSNIJDER@ (MBL)@:@ Free@ calcium@ waves@ and@ cytoplasmic@ movements@ in@ ferti ， 

lizing@ ascidian@ eggs   

W ． R ， BATES@ (Oxford)@:@ Localization@ of@ axial@ determinants@ in@ the@ vegetal@ pole@ re- 
gion of ascidian eggs ， 

R ． CROWTHER@ (MBL):@ Modern@ studies@ on@ cell@ autonomous@ differentiation@ in@ asci ， 

dian@ embryos   

N ． SATOH (Kyoto): The developmental strategy of ascidian embryos ， 

W ， R ， JEFFERY@ (Texas):@ Differential@ gene@ expression@ in@ cell@ lineages@ of@ ascidian 
embryos ， 

8/1 Mini ， Symposium on Maturation Promoting Factor 

A ． COLEMAN (Warvik): Introduction to MPF symposium ・ 

J ， MALLER@ (Colorado):@ Characterization@ of@ MPF@ with@ Xenopus@ egg@ extract ．   

Y ， MASUI (Toronto): Cytostatic factor in amphibian eggs ・ 

C ， FORD@ (Sussex)@:@ Periodic@ DNA@ synthesis@ in@ Xenopus@ embryo@ extracts   

L ， WANGH@ (Brandies@ U ． ):@ Decondensation@ and@ initiation@ of@ DNA@ replication@ in@pro ， 

tease ・ treated erythrocyte nuclei in Xenopus egg extracts ・ J RUDERMAN (Duke U ． ): Maternal mRNA ， cyclin and mitosis 

T ， HUNT@ (Cambridge)@:@ Maternal@ mRNA@ and@ mitosis-Does@cyclin@ control@ the@ cell 

cycle・ 

8/8@ Symposium@ on@ Embryonic@ Induction@ in@ Amphibians 

R ． ELINSON@ (Toronto)@:@ Axis@ specification@ in@ the@ frog@ embryo   

R ． GIMLICH (San Diego)・ Inter ・ cellular signalling during embryonic induction   
R ． GRAINGER@ (Virginia):@ Embryonic@ lens@ induction   

J ． GURDON@ (Cambridge)@:@ Early@embryonic@ induction@ in@ amphibia   
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D ， MELTON (Harvard): Localized mRNAs and induction（n Xenopus ， 

T ． SARGENT@ (NIH)@:@ Embryonic@ induction@ and@ the@ regulation@ of@ intermediate@ fila ， 

ment@ genes   

8/15@ Symposium@ on@Regulation@ of@ Sperm@ Chromatin@ Decondensation@ and@ Pronuclear 

Formation at Fertilizaton 

F ， LONGO (Iowa)・ Comparati   e aspects of pronuclear development ， 

V ． VACQUIER@ (UQ ， San@ Diego 、 ):@ Induction@ of@ hstone@ phosphorylation@ in@ sea@ urchin 

sperm@ treated@ with@ egg@ 5   lly   

D ． POCCIA (Amherst C ． )・ Role of two testis ， specific”istone in sperm and male pr ， 
onuclear@ chromatin@ structure@ in@ the@ sea@ urchin   

S. PERREAULT  (U,S.E.P.A.): Mechanisms  0f  sperm  re ㏄ tiva 廿 on  in  mammals   

D ． KLINE@ (U ． of@ Connecticut@Health@ Center)@:@Calcium-dependent@regulation@of@ sperm 

chromatin decondensation in the frog egg ． 

E ， SHIBUYA@ (Toronto):@ Cytostatic@ factors@ and@ the@ reinitiati   n@ of@ cell@ cycle@ events 

in@ the@ arrested@ embryo   

Y ． IWAO@ (Yamaguchi):@ Behavior@of@ "accessory"@ somatic@and@ sperm@ nuclei@ in@physi ， 

ologically polyspermic newt eggs   
  

  

お 知 ら せ 

「実験形態学 誌 」・「発生生物学誌」のバックナンバ 一の頒布 は ついて 

サーキ、 ラー 58 号にご案内した ， バ " クナ ソバ一については ，第 9 輯 (1955). 第 10 輯 (1956). 

第 13 輯 (1959) の在庫がなくなりました。 それら以外 は まだ残りがあ ります。 どうぞご注文下さ 

い ( 米田満 樹 ) 。 

第 4 回初代培養肝細胞研究会について 

日 時 

場 所 

連絡先 

昭和 f63 年 6 月 16 日 ( 木 ), 17 日 ( 金 ) 

東京医科歯科大学 5 号館 

出席，発表の 詳細は下記に 郵便にてお問い 合わせ下さい。 

初代培養肝細胞研究会事務局 

〒 770 徳島市蔵 本町 3 丁目 18 番地の 15 

徳島大学酵素科学研究センター 酵素病理部門 
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公開講演会 開 さ る 

昭和 63 年 2 月 日本学術会議広報委員会             坤サ   
日本学術会議では ，学術の成果を 広く国民生活に 反映浸透させるという 日本学術会議法の 主旨に沿 う ため， 

公開講演会を 開催していますが ，今回の「日本学術会議だより」では ，昨年 11 月に開催した 2 つの公開講演会 

の 講演内容を中心として ， 本会議の国際的活動の 概要等についてお 知らせします。 

  

公開講演会「ハイテクと 人類の将来」 公開講演会「情報化と 国際化」 

昭和 6i 年度第 1 回目の公開講演会は ， 「ハイテクと 人類の 昭和 62 年度第 2 回目の公開講演会「情報化と 国際化」が． 

将来」という 主題の基に。 11 月 21 日，京都市の 日本イタリ 11 月 28 日，本会議講堂で 開催され，各界各層より 多数が聴 

ア京都会館ホールで 開催された。 講 し 成功 裡に 終了した。 

最初に，近藤次郎本会議会長 ( 経営工学 ) が，「誰が科学 講演は， 3 人の演者による 講演とそれに 関連する質疑応 

の進歩を停められるか 一心臓移植から SDI まで 一 」と題し 答が行われた。 

て，まず，人口の 増加によって 示される人類の 発展が科学 まず最初に，猪瀬 博 本会議第 5 部会員 ( 情報工学，学術 

の発展に支えられてきたことをあ げた。 一方では， 日航機 情報センタ一所長 ) が「情報技術と 国際化」と題して ，情 

の墜落事故， TMI やチェルノブイリの 原発事故，スペース 報技術の急速な 発展にふれ，歴史上木曽有の 規模で産業構 
シャトル爆発事故などにより 多くの人命が 失われたことを 造転換を促し ，世界の人々に 革命的とも い える意思疎通の 

述べた。 心臓移植などの 生命科学の進歩が 高度医療技術の 手段を提供した 情報技術は， また一方で情報の 氾濫を引き 

倫理問題に関心を 集め， SDl 構想が宇宙の 平和利用に新し 起こし貿易摩擦，雇用不安，情報の 地域間格差，文化の 

い問題を提起しているなどを 指摘した。 そして，これから 画一化など多様な 国際問題を発生させてもいると 指摘した。 
の科学・技術の 発達には，人文・ 社会科学と自然科学の 調 コミュニケーションは ，情報提供者と 情報の受け手とのバ 

手口を図ることが 大切であ ることを強調した。 ランスが何より 不可欠であ るとし それらを 1) 情報流通 
次いで， 関 寛治本会議第 2 部会員 ( 政治学，立命館大学 の問題・ 2) 先端技術開発の 問題， 3) 雇用の問題， 4) 
教授 ) は，「ハイテク 時代の学術ネットワークと 平和の条件」 文化の問題に 分類しスライドを 交えて意見を 述べた。 

と題して・新しい 先端的な科学技術が 実際に応用可能とな 次に， W 内啓 第 3 部会員 ( 経済統計学，東京大学教授 ) 
ってきたことに 伴い，ハイテクを 駆使した C&C というネ が「情報化時代の 国際政治・経済」と 題して，国際的な 情 
ットワークが 世界的に可能となり ，複雑なネットワークか 報流通を取り 上げ，ますます 大量にかつ急速に 行われるよ 

ら成る世界政治の 構造に大きな 変化をもたらしつつあ るこ うになる，その 影響として経済・ 文化等が国際化から 世界 

とを指摘した。 そして，このような 状況を踏まえて ，国家 化・地球化 ( グローバル化 ) される傾向にあ る今日，一方 

という壁を解決していかなくてはならないこと ，そのため では政治における 国家主義，民族主義との 矛盾が激化する 
には， トロン 的 発想のコンピュータシステムを 基礎として であ ろうと指摘した。 これからの国際的 力 関係は，情報人 

学術情報システムのより 自由な地球的規模の 再編成を行え の量が大きく 関係して、 くると考えられると 意見を述べた。 

るようにすること．人間間ネットワークの 高次化による 国 情報化は世界を 一つぼする基盤を 与えることができるが ， 

の外交政策の 在り方の再検討をすることも 重要であ ること それには各国の 協調が不可欠の 条件であ るとし 2H 世紀 中 

を 強調した。 頃 には国境・国籍を 意識しない望ましい 時代がくるように 
最後に，島袋嘉 昌 本会議第 3 部会員 ( 経営学，東洋大学 なるかもしれない ， と結んだ。 

教授 ) は・「 人 問と高度科学技術との 調和」と題して ， " 高 最後に，宇野政雄第 3 部会員 ( 商学，早稲田大学教授 ) 

度科学技術の 粋を集めた航空機 " の事故を取り 上げて，そ が，「企業の 情報化と国際化」と 題して，企業も 個人と同様 

の大部分は人為ミスであ ることを指摘し・ このような事故 に真剣に情報化と 国際化について 考え，生き残るために 取 

は ， 人 問と高度科学技術の 接点で，何らかの そ ごが生じて り 組んでいることを ，身近なコンビニエンス・ストアやク 

起きるものであ ることを指摘した。 そして，現在人間と 高 レジット ( 信販 ) 会社を例にとり。 具体的にわかりやすく 
度科学技術とないかにマネージしていくかについて ，十分 解説した。 昨今 C. I. ( コーポレートアイデンティティ ) 

な科学的分析と 管理的配慮がなされていない。 その最大の 戦略が企業の 経営戦略としてクローズアップされているが ， 

問題点は生命尊厳を 基にした経営哲学の 欠落であ ると指摘 どういう情報 ( ハード ) を・ どのように活用 ( ソフト ) す 

した上で， 人 問と高度科学技術との 調和を可能にする 総合 るのかが，一番の 課題であ ると力説した。 

科学の重要性を 強調した。 ( なお， これらの講演会の 講演内容は， 国学双書として ， 

㈱日本学術協力財団から 出版されます。 ) 
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一       学術交流 
本会議は，諸覚国における 学術研究の動向及び 現状を把 

握するとともに ，学術研究に 関する基本的，全般的事項に 
ついて相手国の 科学者等と意見を 交換することにより ，我 

が国の学術研究の 整合的な発展に 寄与することを 目的とし 

て・昭和 58 年度から毎年 2 か 国へ代表団を 派遣している。 
今までに，アメリカ 合衆国，マレーシア ， ドイツ連邦共和 

国，インドネシア 共和国，スウェーデン 王国・タイ王国， 

フランス共和国，大韓民国へ 派遣したが，今年度は ， 11 月 
7 日から 15 日まで連合王国へ ， 12 月 1 日から 5 日までシン 

ガポール共和国へ ，それぞれ会長または 副会長以下 7 名の 

会員を派遣した。 
日本学術会議第 13 期は，「学術研究の 国際性重視と 国際的 
視野の確立」をその 活動の重要な 柱の一つとしており ，今 

回もその観点から 交流を行った。 
連合王国については ，「連合王国の 経済停滞とその 対策」 
「産業革命以降の 連合王国における 基礎科学及び 応用科学 

の発展」「日英のアカデミックな 協力はど う あ るべきか」の 
三つのテーマについて ，行政機関，研究所，大学等を 訪問 

し情報交換を 行 い ，さらにその 方面の科学者と 意見交換 

会を行った。 
シンガポールについては ，「今後のアジア・ 太平洋圏の科 

学協力における 日本の役割」をテーマに 行政機関，研究所， 

大学等を訪問し ，情報交換を 行い，さらにその 方面の科学 

者と意見交換会を 行った。 
今回の成果は ，代表団訪問 時 だけのものではなく ，訪問 

国との今後の 継続的な交流，緊密な ， ぼ報 ・資料・の交換， 日 

本学術会議と 訪問国関係各諸機関との 相互理解の促進・ 緊 

密化等の形で 表れてくるものであ り，これらの 成果は，我 

が国の学術研究の 国際交流・協力の 基本姿勢及びその 抜本 
的充実方策を 検討する場合の 大きな資料として 役立つもの 

と 期待される。 

本会議から代表を 派遣している。 

国際協力事業 
本会議は，国際学術連合会議 (ICSU) と世界気象機関 
(WMO) が行う「気候変動国際研究計画」 (WCRP) 等の 
国際共同・協力事業に 協力するため ，国内の実施計画の 立 

案・調整を行うとともに 関係研究者問の 研究連絡，交流の 

促進を図っている。 

学術文献収集 
本会議は，国際学術団体及び 各国の学術研究機関等から・ 
継続的に約 1900 種の刊行物を 受入れ，資料の 有効利用を図 

っている。 

生命科学と生命工学特別委員会中間報告 
一生命科学の 研究と教育の 推進方策について 一 

現在，生命科学に 対する関心は 社会全体に拡がっており ， 

生命科学の推進のためのいろいろな 活動が国，民間，学界 
などそれぞれの 立場で行われつつあ る。 このような時に ， 

生命科学と生命工学特別委員会としては ，広 い 視野に立っ 

て学問分野を 横断的にとらえて ，生命科学の 推進方策につ 

いて以下要約のごとき 具体的提言を 行い，各方面の 意見を 

聴取することは 非常に重要であ り，時機を得たものであ る 

と考える。 
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議し提案し時に 応じて企画，実行する 組織として， 

生命科学研究教育推進会議 ( 仮称 ) を設置すること。 そ 
して，この会議の 事業の一つとして ，まず生命科学研修 

コース開催のための 機構をつくり ，各種の研修コースを 

実施することが 緊急に必要であ る。 

登録学術研究団体等との 連絡協議会 
本会議は，本会議活動の 周知を図り，学術研究団体との 

連絡・協力関係を 維持・強化するための 活動の一環であ る 

日本学術 冷鯖 義の国際的活動 

本会議は，先に 述べた二国間学術交流のほか ，次のよう 

な国際活動を 行っている。 

国際学術団体加入 
本会議は，多くの 国際学術団体に 加入し密接な 協力を 

保ち，国際的な 学術の発展に 努めている。 昭和 62 年度現在， 
本会議が分担金を 支払って加入している 国際学術団体は ， 

国際学術連合会議 (ICSU), 国際社会科学団体連盟 
(IFSSO) 等 43 団体であ る。 

学術関係国際会議の 開催，後援 

わが国の多数の 科学者が世界各国を 代表する関係科学者 

と接し，最近の 研究情報を交換し。 わが国の科学の 向上発 

達を図り，行政，産業および 国民生活に科学を 反映浸透さ 
せることを目的として ，昭和 28 年以降毎年おおむね 4 件の 
学術関係国際会議を 学・協会と共同主催している。 昭和 62 
年度は， 1) 第 6 回 ケ ムローン世界会議， 2) 第 18 回低温 
物理学国際会議， 3) 法哲学・社会哲学国際学会連合第 13 
回世界会議， 4) 第 6 回国際会計教育会議の 4 つを共同主 
催し昭和 63 年度は， 1) 国際家族法学会第 6 回世界会議， 
2) 第 9 回世界地震工学会議， 銭 第 8 回国際内分泌学会 
議， 4) 第 5 回国際植物病理学会議の 4 つを共同主催する 
こととしている。 

以上の国際会議のほか ，毎年 15 件前後の国際会議 ( 国内 

開催 ) を後援している。 

代表派遣 
世界各地で開催される 学術関係国際会議にわが 国の学術 

の状況を反映させ ， さらに国際学術協力に 寄与するため ， 

登録学術研究団体等との 連絡協議会の 第 2 回目を。 12 月 7 
日に，東日本の 団体を対象にして 本会議講堂で ， 12 月 11 日 

に，西日本の 団体を対象にして 大阪ガーデンパレスで ，そ 

れぞれ開催した。 

今回の連絡協議会では ，最初に，近藤次郎会長から ， 本 
会議の職務・ 権 限や組織・構成などの 説明の後，最近の 活 

動として，去る 10 月の第 103 回総会で採択された 勧告等の内 
容 紹介などが行われた。 

続いて，事務局から ，現在進められている 第 14 期会員 推 
薦手続について ，特に近々各登録学術研究団体に 依頼され 

る予定の「会員の 候補者」の選定と「推薦 人 ( 予備者を含 
むの」の指名に 関する届出の 手続を中心に 詳しい説明が 行 

われた。 この説明については ，多くの出席者からその 手続 

の詳 舟 m をただす質問が 出された。 

なお，出席者数は ， 12 月 7 日は， 339 団体 339 名， 12 月 11 

日は， 58 団体 58 名であ った。 

多数の学術研究団体の 御協力により。 「日本学術会 

議だより」を 掲載していただくことができ。 あ りがと 

う ございます。 
なお，御意見・お 問い合わせ等があ りましたら下記 

までお寄せください。 

〒 106 港区六本木 7 一 22 一 34 
日本学術会議広報委員会 

( 日本学術会議専務局庶務課 ) 
電話 03 (403) 6291 
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会 員 異 動 

く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) 

藤 井 庸 子 帝京大・ 医 ・薬理 

蔚 山 螢 早大・教育・ 生物 

笹 川 慎 一 持田製薬・安全 研 

( 学 ) 大下英明 大阪大・ 理 ・生物 

小 山 正 和 姫路工人・一般教育 

  ( ①テーマ ②材料 ) 

〒 173 板橋区加賀 2-11-1  ①母体環境要因による 形 

質発現の修飾 

② ヲ " ト 

〒 160 新宿区西早稲田 l-f  ①両生類の生長・ 変態・ 

一 1 生殖 

②両生類 

〒 412 御殿場市川島田 977-  ①生殖毒性試験 

4 荻風寒 ②ラット・マウス 

〒 5f60 豊中市待兼山町 ]-1  ①細胞分裂の 調節 

② カヱル 

〒 671-22 姫路市書写 2167  ①遺伝子発現の 調節機構 

小 松 正 憲 農水省・書誌・ 育種 

( 賛 ) 名古屋片山化学㈱ 

( 賛 ) 理 科 研 ㈱ 

②細胞性粘菌 

〒 305 筑波農林研究団地内 ①補体系 (C 8) と連鎖 

郵便局私書箱 5 号 した複合体の 研究 

②ウサギ 

〒 460 名古屋市中区丸の 内   -11-4 

〒 463 名古屋市守山 区元郷 2-107 

  く所属・住所変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) て 住 所 ) 

堀 合 同 ( 在 マレーシア ) 〒 930 富山市奥井 町 19 づ 0 

メゾン奥井 f601 号 ( 連絡先 ) 

安 田 佳 子 ( 住所表示変更 ) 〒 589 狭山市大野東 37 卜 2 

阪 本 典 子   〒 589 狭山市大野東 377-2 

田 尻 浩 章 〒 350 川越市大宇 笠 幅 159-1 

溝 口 
  
万 〒 171 豊島区南池袋 3-6-5 

サンリバーハイム 205 

( 学 ) 山田雄二 〒 08 ㌻ 11 厚岸郡厚岸町港町 27 

帯 刀 益 夫 東北大・ 抗研 ・細胞生物 〒 980 仙台市 星 綾町 4H 

岸 本 健 雄 東工大・ 理 ・生物 〒 152  目黒区大岡山 2-12-1 

宮 沢 いづみ 目木ハム・中央研 〒 675-01 加古川市平岡町高畑 451 
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( 学 中山広樹 大阪大・ 医 〒 530 大阪市北区中立島 4-3-57 

  
 
 

 
 
 
 
セ
  
 

究
 
研
 
育
 
教
 
ノ
ン
 

カ
 
 
 
デ
 
 
 
オ
 
イ
 

 
 

  

  

浅 尾 哲 郎 ( 住所表示変更 ) 〒 213 川崎市宮双区管主 2 円 6 Ⅱ 

渥 美 忠 夫   〒 305 つくば市高野台 3 Ⅱ 円 

伊 藤 隆 造   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

漆 原 秀 子   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

岡 田 祐 吉   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

坂 倉 照 好   〒 305 つくば市高野台 3-1-1 

高 橋 二 保子   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

藤 巻 秀 和   〒 300-21 つくば市館野 

森 沢 幸 子   〒 213 川崎市宮双区管主 2-16-1 

斉 藤 彰   〒 305 つくば市松代 4-1875 一 416 棟 303 号 

遠 藤     〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

渡 辺 信 元   〒 305 つくば市高野台 3-1-1 

君 原 夏路子   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

平 野 憲 一   〒 300-26  つくば市東光 白 5-9-2 

丸 尾 文 昭   〒 30R  つくば市天王台 1-l-1 

芳 賀 和 夫   〒 30R  つくば市天王台 1-l-l 

  公   〒 30h つくば市天王台 1-l-1 

平 林 民 雄   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

秋 山 孝 洋   〒 305 つくば市天王台 1-1-1 

杉 山 Ⅰ 申   〒 305 つくば市大久保㌻ 8-2 株コーポ㍾ 号 

( 学 @  細谷昌樹   〒 305  つくば市天王台 1-1-1 

く 退 会 ノ 

モ 々  ラゲ ， エ サ ム モ サド，加地早苗，沢田丸 明 ，武内考 平 ，中村 逸堆 ，原田市太郎，古谷雅樹， 

森 富 ，森脇徳姉，山道 祥郎 ，斉藤 彰 ， 梯 正之，山岸秀夫，石丸治郎，上田太郎 
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( 賛助会員 コ 

タイプ別コラーゲン 抗体は㈱アドバンスヘ 

組織培養はパイン " クスコーニンバの 岩城硝子㈱ 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ 

㈱武田薬品工業中央研究所 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 

〒 103  中央区日本橋小舟町 5-7 
T  E  L  03-667-1551 

〒 100  千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03-214-7401 

〒 211  川崎市幸区小倉 610-1-506 
TEL 044-533-0470 

〒 532  大阪市淀川 E 十三本町 2-17-85 
T  E  L  06-300-6835 

〒 460  名古屋市中区丸の 内 3-11-4 
TEL 052-971-6531 

日製産業株式会社 〒 453  名古屋市中村区 石駅 4 円Ⅱ 8 
( 名古屋ビル 内 ) 
T  E  L  052-583-5846 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所〒 990 山形市城西町 5-34-5 

TEL@ 0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培風館 〒 102  千代田区九段南 4-3 Ⅱ 2 

TE L  03-262-5256 

最良の選択ファルコソ 組織培養器具ベクトン・ディッキンソン・オ ー パーシーズ Inc. 

〒 107  港区赤坂 8-5-84  高膝ビル 

TE L  03-403-9991 

三菱化成生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 11 

TEL  0427-26-1211   
TEL  03-271-4333 

試薬及び 理ィヒ 単機器販売理科研㈱ 〒 463  名古屋市守山 区元郷 2 Ⅱ 07 

TEL  052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113  文京区 本 駒込 5-9 円 0 

TEL 03-928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25 

TE L  075-721-0491 

( アイウェ オ順 ) 
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学術研究用人工海水 

め 

特 長 ㎏文 献 
1 . 各元素の含量は 外洋水の分析 値 による。 1.@Jamarin@U:Katow ， H ． (1986)@Behavior@of@sea 
2. 完全に溶解する。 urchin@primary@mesenchyme@cells@in@artificial 
3. 分割使用できる。 extracellular@ matrices ・ Exp ・ Cell@ Res ・ 162     
4. 水質は極めて 安定で自然海水のようなバラツキが 401 一 410   
ない。 2. Jamarin  S:  Umezawa,H.,  Okami,Y., 

5. 経時変化しない。 Kurasawa,S 。 Ohnuki, 丁 r  lshizuka,M 。 
    6. 研究の目的により 色々の種類があ る。 

7. 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 Take Marinactan,antitum0 り chi, 丁 ・， Shii0 ， 丁 ・ ァ and  p0lysaccha Yuga Ⅱ， Y,( Ⅱ de 「 。 983) p Ⅱ o- 
duced@ by@ marine@ bacteria ・ J ， Antibiot ・ 36     

471-477. 

Ⅰ主要元素の 含量 (9 ル ) 3.Ca,free  Jama Ⅱ n:  Sh 叶 ・ 引 ， H,,  lkega コ目， S" 

C@  16.947  Na  g.311  Mg  l. 「 37 Kanatani,H. and  Mohri,H. (1982) Regula- 

S  0.774  Ca  0.395  K  0.344 t@   n@of@sperm@mot Ⅲ   ity@@@   starfi   h ， I ， @   hi   iti   n 

of@movement ， Devel   p ・ ， Growth@and@Dffer   

24:419 一 428. 

4.@Ca ・ Mg ・ free@Jamarin:@Mitsunaga ， K ，， FuJino ・ 

Ⅰ種 類 
「． コ AMARlN  ㎝一般用 ) ㍊ 甜 0 治 再三三㌍ 目 ㍊よも目黒 品 ㍗ よ卍潟 ゑ早山 Olease 紬 

極めて 易溶 、 Triple streength まで溶解可能。 sPcUe@c3Cfi   atl   n@@@   embryos@of@the@sea 
ウ ニ嚢 胚形成率 カム ヵ 0 付加 仏 Ⅰ ん a$$ 旭川 わ d … 98% urchin,Hemic6 ㎡ r0 ル S  puJc わ e ㎡ mus   

2. し AMAR@N S は成 南朋 ) 

オートクレーウィン グ により濁りや、 沈澱を生じな 5.@Sufate Develp ， free@Jamari:@Yamaguc ，， Growth@and@Differ ・ 29@57-70. Ⅱ ・ M ・ and 
い 。 Kinoshita ， S ， (1985)@Polisaccharides@sulfated 

ウ ニ 嚢胚形成率 力訪 oc@ 由 //s c 后 8$/W/ け a … 96.3% at@the@time@of@gastrulatiori@in@embryos@of,@the 
3. その他の コ amarln sea  urchln  C/ypea5te Ⅰ / 甘 po 婬 @cus.Exp. Ce Ⅱ 
Ca-free JAMARN Res ， 159@     353-365     

  Ca ・ Mg-free@ JAMARl   6.MySea: し utz, D.A.,lnou6,S.(1986) 丁 e- 
SUfate ， free@ JAMAR   N chnics@for@observing@living@gametes@and 
4. My Sea embryos ・ In｀ethods（n，ell。iology・ ， 

ポリ袋入り粉剤だけの 人工海水です。 実験動物の飼 E ． Schroeder ， ed ， ) ， Vol ・ 27 ， p ， 91.@Academic 

育にお使い下さい。 Press     

甲   

  
ヤ フ 

〒 536  大阪市城東区 鴫 野面 2T  目Ⅱ 番 5 号 電話大阪 (06)968 一 3154 
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0 経済的な節電タイプ 

高性能冷凍機は 運転時間が少なくてすみ ，とても経済的です。 
0 抜群の冷却効果 
冷却面積の大きな 冷却器が効率よく 海水を冷やします。 
0 確実な水温制御 

信頼性の高いサーモコントローラを 使用し，自動的に 正確な水温制御 
が出来ます。 

吋就 ムタイプの設置 例 とその循環囲 Ⅰ循環タイプの 設置 例 とその循環囲 

Ⅰ キ蛋二 タイプ仕様 表 0 循環タイプ仕様 表 

  

Ⅰ使用水量により 機種を選定して 下さい。 多少大きめの 機種を選ばれた 
方がより効果的です。 。   
Ⅰ使用限度水量は 外気温 32 。 C . 冷却水温 18 。 C で算出してあ ります。 機械 
の 設置場所，水槽の 材質・環境の 差異変等により 使用限度水量が 異な 
します。 

了三Ⅰ 

イヒ な末武会社東京都豊島区要町 2T 目 8 番地 (959)35 (955)4050 巨フ 
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生物 一 関 A 曲 

  

  

  

  

  

憶 加熱冷却ユニット Ⅰ恒温コンテナー 
クーラー，ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 薔冷 体の融解速度を 微妙にコントロールして 桓温を保っ小型の 

にも使用てきる 高性能の循環式小型加熱冷却装置てす。 桓温輸送用コンテナー てす 。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 

形式 ヴ -7- トト 概略水量 価格 温 ての恒温輸送に 威力を発揮します。 商用電源、 大型ハッ テリ 

HC061A-3@ 65W@ 300W@ 120@ 1@ @196,000 一 を使用しないの て 可動性に富みどこても 

HC101A-3  100W  300H  160  1  @207,000 形式 : GTC 421 
HC131A-5@ 130W@ 500W@ 260@ 1@ @220,000 外形付， 法 : 407X1g3XH298 
HC201A-5@ 200W@ 500W@ 360@ I@ @237,000 庫内寸法 : 246X122XH200 
HC301A-5@ 300H@ SOOH@ 670@ 1@ @298,000 コ ・ ノ @B 升げゾ舛 設定、 ヂゾ 外表示 

HC401A-5@ 400H@ 500W@ 1000@ 1@ @335,000 価格 : ￥ 78.900 ( 薔 冷杯 -15 。 C 付 ) 

田 温度コントローラー Ⅰ恒温ボックス 
温度を精度良く 一定に保つことがてきます。 循環ポンプなどの 四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温ボックス。 庫内 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 警報付きなど 各種あ ります。 は精度よく一定温度に 保たれ 霜 ； 
  形式・ CTA 452-1 
外形寸法Ⅳ 700XD460XH440 

槽内寸法     め 380XH850 
温度範囲 :10-40 。 C 

形式 設定方式 温度指示 温度目盛 制御方式 価格 冷凍機 :65H ヒータ - Ⅱ 00w 
TA200 米 アナロバ なし Ⅱ 0- 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 蛍光灯 :82W タイマー :24h 

TA201-S アナロバ 金指示 0 - 50 。 C 比例式 ￥ 38,000 価格 : ￥ 350,000 
TD202 米 ヂ ジタル 偏差指示 0-99.9 。 C 比例式 ￥ 29,000 

TA300-S ア ナロクなし 0-50 。 C 三位置 ￥ 37,000 Ⅰ ポ - タフ。 ルインキュベーター 
TA301 円 アナロバ 金指示 0 - 50 。 C  三位置 ￥ 44.000  小型軽量、 持ち運びが容易てす。 庫内は精度よく 一定温度に保 
TD302-S  テ シタル 偏差指示 0-99.9 。 C  三位置               たれます。 冷凍機とヒーターを 備えていますの て 庫内を低温 

TD303-S  デシタル 全指示 0 ～ 89,9 。 C  三位置               (0 。 C) から高温 (40 。 C) まて任意の温度に 設定することが 

注 ) 測渦 抵抗体と併せてこ 使用下さい。 できます。 電源は交流・ 直流両用てず。 車載用として 搬送、 野 

米印はサ - ミスター 側温体 ￥ 1,800( 空気用 ) ￥ 3,000( 水月 )  外 ての使用の他研究室内 て 利用することが 
無印は白金側 温体 シース材質 SUS304  ￥ 7.900  Ⅰ 土 ￥ 12.000  透明蓋付もあ りますⅠ 

升 f 武山 T 甘 805 

  Ⅰ低温恒温循環水槽 外形寸法 :631X360XH373 

実験台上ても 使用てきるように 極めてコンパクトにまとめた 低 槽内寸法 :350X280XH260 
湿恒湿 循環水槽てす。 水温 は 低温から高温まてを 任意に設定す 価格 : ￥ 187.000(12V 用 ) 
ることがてきます。 外部循環機能をそなえておりますの て 恒温   
水槽のほか、 ヵ ラムの冷却、 保温な ます。 m 水生生物環境調節装置 
形式 :CT 6 ㌃ 300-S 各種の魚介類が 飼育てきます。 各機器 は ユニット形式を 採用。   

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 点検管理が容易てす。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

視度 調節精度 : 士 0 ． l 。 C 一 ラー、 フィルタ 二 循環ポンプなどは 全て海水仕様です。 

外形寸法 :H420XD330X@;340   @ ガラス 水柏 
2 % 鉄製架台 

槽内寸法 : チ 153XH187 3 才 一 パ - フロ - 装且 
冷凍機 :65W 4 フィルター 

ヒーター :300 Ⅴ 5 竹垣ボン / 
6 加秩冷却ユニ ツト 

価格．￥ 250 ， 000 7 淳良コントローラー 
8 給水管 

下 温度勾配装置 ( ウォーターバス ) g 水拍 排水 
    フイルター排水 

温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定てきます。 

精度の高い桓温が 得られます。 温度の設定はデジタル 式。 形 式 水 槽 トラ @  ヒート 価 格 

振 とう装置付きもあ ります ゥ ARA@ 9.5-101A-5@ 900X500X450@ 100W@ BOOH@ @459,000 

形式 :TGW- 眠三連 )/TG 肝 6( 六通 ) ARA@ 9.6-131A-5@ 900x600x600@ 130W@ 500W@ @663,000 

使用温度範囲 :0-50 。 C ARA12.5-131A-5@ 1,200X500X500@ 130H@ 500H@ @678,000 

温度調節精度・ 士 0 ． 05- 士 0 ． rC ARA12.6-20U-5@ 1,200X600X600@ 200W@ 500W@ @858,000 

槽内寸法 :150X260X150X3/X6 ARA15.6-301A-10@ 1,500X600x600@ 300H@ 1.OOOH@ @1,005,000 

冷凍機 :200W7300 Ⅱ ARA15.7-401A-10@ 1,500X750X750@ 400H@ 1 ， OOOH@ @1,297,000 

ヒーター・ g0Wx8/X6 ARAl8%-301A-l0 1,800X600X600 300% 1,000 Ⅴ 辛 1,107,000 

価格・￥ 620 ， 000/ ￥ 780 ， 000 ARA18.7-401A-10@ 1,800X750X750@ 400M@ l ， OOOH@ @1,475,000 

アクア株式会社〒 141 東京都品川 E 西五反田二丁目 10-R T 肛 03-495-5668 F 曲 03-495-5688 
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Ⅰ Ⅰ 

む か しべ つ 

ライフインダストリ 一の三菱 イヒ成 ； ぎ 採血から 涯過 まで一頁国内生産 

最終 河過 は子Ⅱ 蚤 0 ．㎏ m の 々  ンブレンフイルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生子牛から 採血 

生後 2 週間以内の新生 俘 牛から採血 

l ,5 才以上の牛から 採血 

Armour  Pharmnaceutical Company  (U.S.A.) 製造 

(Rehatu@ ⑰Ⅰ． S.) 

生後 l6 週間以内の子牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンプルを 提供致します ; 

三菱 イヒ Ⅰ女工業力木 式 会本土医薬事業部 
〒 l00 東京者は干代田区九のぬ 2-5-2 に 菱ビの 大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

宕 03(283)679l( 直通 ) 宕 06 に 08)456 Ⅸ直通 ) 容 052(562)255 打直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
呑 0 Ⅱ 28 の 6%0( 直通 ) n092(291)8891 
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  を 支える 大 用 培地 

日高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHC0 ，・」 -G@n 不合 l,  イーグル MEMt 吾地の Ⅰ NaHoo, 不合 ブ イッシヤ一の 培地 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 Nn Ⅱ CGO, 山 -Glrr. 日 FM 不合 。 イーグル MEM 培地② % 高圧蒸気滅菌可能 KM 含有 NaHoo,. 」． Oln 不合 ES3 音土地 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaH00l. 」 -, 引 n.PR.KM 不合 

イーグル MEM 培地③ す NaHoo, 不食 ハンクス液の 

円高圧蒸気滅菌可能 浮遊培養用 イークリ ン M 三 Mt 吾山地① Ⅰ NaHoo3.PR 不合 
KM 含有 NaHoo@, 」 -Rln 不合 

ハンクス 液 ② 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 」 -G@n. 」 -Are. 」 七 eu. KM 」 -M8@. 含有 」・ NaHool Phs 不合   イーグル M 三 M 培地⑤ 
Ⅰ NaHoo, 不合 

ア - ル液 
% 高圧蒸気滅菌可能 
NaHooa ， L-Gn@ ・ a ・ イーグル BM 三 :t 吾地 ダルベッコ PBS( 一 % 妨梗 

イーグ J レ M 三 M アミノ酸ビタミン E 吾地 Ⅰダルベ ツコ P 日 ss 用 金属塩類溶液 

曲 NaHoo, 不合 ダルベッコ 変法 イーグⅠ け 吉池① 4 無菌凍結乾燥   グ J レ タミン 

ぬ 高圧蒸気，成箇可能 
NaHCo,. 」 - ㎝ n 不食 ダルベッコ 変法 イーグル培地② 
世 NaHCo, 不合 lg9 培地 製造発売元 

下 NaHoo, 不食 
ハムⅠ l2 培地 

田 NaHoo, 不食 

日本製薬株式会社 
RPMIl640t 吾 d 蜥也 ① 本 社 〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 目 

中高圧蒸気滅菌可能 
電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 

NaHco,. 」 - 旬 n 不合 RPMIl640 培地② 営業所 東京，関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡仙台・ 札幌 
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武生物研究 
  

NK 式 電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
高精度普及型 
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NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 分米 風 循環型 ) 
四季の温度がプロバラムで 自在に再現できます ソ   
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NK 式 プレハブ色気低温恒温槽 
組立、 移設、 m き ; 女が思いのまま ソ 
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画 
● LH 型 +5 で -45 せ 
価格 1 坪 1.190 ， 000 円 
より各種 

● LP 型 十 18 で 一 45 で 
価格 1 坪 1,290.000 円 
より 各租 

未詳細はプレハブ．シリ - 
ズ カタログをご 請求 下 
さい。 

  NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 ) 

NKB 一 VS 一 850 

￥ 780,000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880.000 

NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 
無菌 ィ ￥業の能率アップに ソ 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200 ， 000 

NKB 一 VW 円 300 
￥ 1,500 ， 000 
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1957 年、 組織培養器具にプラスチ 、 ソク の時代が始まった。 

1956 年竹戸、 米国三 mervyville の海軍微生物研究所 なうさまざまな 問題点を一挙に 解決し、 組織培養 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ディッ シ 0 分野に大きな 前進をもたらしましだ。 
ュで 培養することに 興味を示しました。 そして今日まで、 ファルコンの 活動 は、 よ 

このことにい ぢ 早く着目したファルコンで りすで ねた 組織培養器具を 開発すること 

は 、 フラスチック 表面における 細胞の付着 

や 増殖について 研究を進め、 ㎎ワ手ついに 

組織培養処理を 施した高品質の ブ ラ 

スチツワ製ディッ シユ の開発に成功 あ 届けすることもできました。 

クトン・ディッキンソン 株式会社 
批 lpp@on  Becto 捧甘小 Ⅰ 確憶 nso 在 Co Ⅰ L ㎏・ ベクトン、 デオツキンソンラブウェア 一事業部 
〒 l07 東京都港区赤坂 8 一 5 一 34 葛藤ビル 丁日Ⅱ 03 い 03)999l ㈹ Division@ of Becton Dl   kinson and Company 
0Bn 、 ファルコン．「 a い nn. フライマリアは べク @ ン ．ティノキンソンアンドカンバ . 一の商標です Q 日 l,Ieeo 巾 n 皿 nklnsnn Ⅰ iahwEl 陀はべ ク @ ン   
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一 

末紫タ % 吉トブ イⅠレターを 装着 ソ ， 

従来の可視部フィルタ 一に加えて 

紫 外部フイル タニ を装着じま．した。 

米コンピュータ 制御可能 ソ   

コンピュータによる 採ィ 乍 および デ 

一タ取り込みができます。 

米 7 種類の測定表示モード ソ 

〒 5f64 大阪府吹田市正の 木所 33-94 
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ミニゲル電気泳動システム ぐユー ピッド -2 》 

ミューピッド -2 は、 泳動槽・パワーサプライ・ゲルメーカー 

セットを組み 合わせたコンパクトな 電気泳動システムです。 
核酸・タンパク 質など様々な 泳動が可能です。 

のお一人に一台以上。 

0 安全、 軽量、 簡単な操作。 

も 学生の実習用など 教材としても 最適。 
釆 部品。 の別売もしております。 (PAGE 調製用かて一、 電源及びゲルメーカーセットを 含む @  。 

  

  " ( 抗血清シリーズ ) 

Ⅰ全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 高 カ 

Ⅰ細胞骨格タンパク 質、 ホルモン 

な 商品群。 
染色例 : 丁 ype  Ⅳ Collagen  (B0vine Skin) 

米國 de 巾 S は 、 ㈱アドバンスが 製造した免疫研究用試薬に 対する登録商標です。 

細胞骨格タンパク 質 

ホルモン     
酵素 

; 機事繁 籠鍛毯鰯翻 % ゑ ゑ激撒綴 通数 鰯鱗駿ドボゑ 額 。 ，ぎポ援暉 
鯵照饗ゑゑ灘驚 機素 @ 笘鰹簿ぶア ルヵ リ ・フォスファターゼ、 
眈打費簸鰍犠ぬ " 鰯鰯鞄騰 

( 免疫動物はすべてウサギです。 ) 

Ⅹ製品についての 詳細は下記までお 問い合わせ下さい。 

右宍 式台ネ 土 アドⅠⅤ コユ 〒， 03 東京都中央区日本橋小舟町 5-7                           

総販売元日 コ ヌモ り叫 イガ株式会社〒 @03 東京都中央区本町 4-l3-5 第 20 中央ビル 呑 03(663)0723 
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ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 槽 分離独立。 温度制御範囲は 一 B で一 +30 で。 照明装置 ( ク 。 

一 ル レイランプ，熱線吸収力ラス 使用。 高 照度 30,000 Ⅰ ix 。 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験 装 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に 従 かって記録。 照度も自由に 選べる照明渠 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致装置 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG @l 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 槽 

に 分離独立。 水槽ごとに温度設定が 可能。 各槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。 

フランクトン 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚、 ・稚魚等の飼育も 可 

能 。 2 ポリェチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御節 

囲 5 一 35 で。 ヒーター・クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

兆灯。 光星調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 
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酸素 
Ⅰ 

しロ 曄 

  

( 溶存酸素による 呼 

ミ トコンダリア 及 び 細胞懸濁液の 溶存酸素減少による 呼吸率の測定は ， 古くから 行 
なわれて来ました。 懸濁液を入れる 密封容器の取扱いはかなりむずかしく、 その容器 
の変更も困難でしたが、 この容器は ェ ・ 5 山上～ 5ml までの容量の 変更が容易であ 
り、 試薬を懸濁液に 投入したり，懸濁液の 一部を密封状態のま ト 取り出す事が 出来ま 
す。 セルはウォータージャケ ツト がついていますので 精密な温度コントロールが 出 
来 ・フルスケール l OmV の記録計に接続しても 御 使用できます。 

S 一 1  溶存酸素測定装置 

@ 

｜
 

｜
 

( 

imV 一 

フルスケ 
4 0 0K 
2 5 0m 
6 段変速 
AC 1@ 0 

1 0V 
一ル 全幅移動 可 
㏄～無限大 ( レ 
m 幅 
  ( 標準最少 2. 
0V  5 0 一 

  能 
ンジ による ) 

5mm/mi n) 
・ 6 0 皿 

韓信 調 理化 
〒 1 1 2 東京都文京 
TEL@ (03)@ 81@ 5@ -@ 3066@e 
FAX@ (03)@ 81 5 - 3231 
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理化学器械・ 研究設備。 分析機器・光学機器 
主要特約代理店 

  

オリンパス光学工業㈱ 三 洋 電 機時機㈱ 
ヤ マ ト 科 学 ㈱ エル。 ケ ー ビージャパン㈱ 

東亜電 波工業㈱ ㈱佐久 間製作所 
チョ ウパランス㈱ 岩 城 硝 子 ㈱ 
住友ス リーユ ム ㈱ マ リ ソ ル 産業㈱ 

  製作 
名古屋市中区千代田五丁目・ M2 番 W 号 
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鏡血 er 鱗 aa Ⅱ KANTO 

気 泳動用 染色キット 
シルバーステイン KANTO は 、 蛋白・核酸を 高感度 
で簡単に検出できます。 

シルバーステイン KANTO は 、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

Oat.No.57650 8%1 Ⅴ erSta よ ]n KANTO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (l40mmx@40mmxl.om@n) 25 枚 分 
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自然科学関係の 定期刊行物，全集，叢書，単行本等 輔入 販売 
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カタログ 1988 年 1 月号から 

  

1.@ Developments@ of@ the@ Avian@ Embryo ・ 
(ed 。 by  J.  Metcalfe  et  al.) 410p,  Sept.'87 @25,520._ 

2.@ The@ Eukaryotic@ Genome@ in@ Development@ and@ Evolution ・ 
(by@ B.@ John@ &@G ・ Miklos,)@ 420p,@ Sept ・ '87 14,400. ・ 

3. Genetic Markers of Sex Differentiation: Proc ・ of Bethesda, Oct ・， 87 
(ed 。 by@ F ・ P ・ Haseltine@ et@ al ・ )@ Oct ・ '87 11,880 ・ - 

4.@ The@ Heritage@ of@ Experimental@ Embryology:@ Hans@ Spemann@ &the@ Organizer. 
(by  V.  HalnnU Ⅰ nge ⅡⅠ 224p,  Dec.'87 6,590.   

5.@ Mammalian@ Development:@ A@ Practical@ Approach ・ 
(ed.@ by@ M.@ Monk) 288p,  Oct.'87 PaPe 「 /ha Ⅰ d 6,4 ㏄・ -79.720.- 

6.                                                                                             Aspects  in  Animal  Cells. 
(ed.@ by@ R.@ Gilles@ et@al.)@ 274p,@ '87 Ⅰ 6,500.- 

7.  C0mparat@ve  Anatomy  of  the  Verteb ㎎ tes.  6th  ed. 
(by  C.C.  Ken 十 Ⅰ 640p,  80  illus 十 ・， 87 9,000.- 

  

8.@ Cytology@ and@ Cell@ Physiology.@ 4th@ ed. 
(ed.  b ソド ・ り ・ Jeon  あ N.  Friedl3nde ト ) 838p,  '87 19,580.. 

9.@ I@mitiu@no@logical@ Methods@ In@ Cell@ and@ Molecular@ Biology ・ 
(ed ・ by@ R ・ J ・ Mayer@ &@ J ・ H ・ Walker)@ 300p ， Nov ・， 87 11,000.. 

10.@ The@ Mammary@ Gland:@ Development,@ Regulation,@ and@ Function. 
(ed ・ by@ M ・ C ・ Neville@ S@ C ， W ・ Daniel)@ 614p,@ Oct ・， 87 25,080._ 

11.@ Perspectives@ on@ Mammalian@ Cell@ Death. 
(ed.@ by@ C.S ・ Potten) 364p ， Sept ・ '87 Ⅰ 4.400.- 

12.@ Postmortem@ Change@ in@ the@ Rat:@ A@ Histologic@ Characterization. 
(by@ y ・ J ， Seaman) 120p,  '87 5,700.   

13.@ Early@ Development@ of@ the@ Shoulder@ Girdle@ and@ Sternum@ in@ Marsupials 
(Mammalia:@ Metatheria):@ A ・ A ・ E ・ C ・ Vol ・ l09@ (by@ M ・ Klima)@ loop ， Dec ・ ， S?@ 10,560._ 

14.  The  Distal  Nephron  in  the  Kidney  of  Fishes:  A.A.E.C.  Vol.108 
(by@ H ・ Hentschel)@ 160p ， 65@ figs ・ Oct ・ '87 paper 9,360.   

15.@ Reproductive@ and@ Development@ of@ Pacific@ Coast@ Marine@ Invertebrates; 
Data  and  Culturne  Methods  for  the  Study  of  Eggs,  Embryos,  and  Larvae. 

640p,  Oct.'87 7,700.   

決円価は昭和 6  2  年 1  2  月現在の概算価格です 
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せこ ヌす 応できる多様なシステム。 

全自動写真撮影装置を 内蔵 。 今 ま 

ずにな l 多様なシステ 刈 仝と操作性で 

画像解 ホ % 分光測光な ビ の将来的研 

究ニーズにも 充分対応。 電動 6 ケ穴 レ 

ポ ルバ 二 lX 円 OOX まず完全ケー 

ラー照明、 写真撮影レンズ 4 種類内 

蔵 、 刀ルム 面 と同じ像が観察ずきる 一 

眼レフ式ファインダ 二 視野 数 26.5 ゆ 

め 超広視野など 弔軒祀 最先端のメカ 

ニズムが生きて @ せす 。 しかも、 3bmm2 

台十人 版 1 台十 TV カメラ 1 台計 4 台 

を同時装着ずきる 3-WAY カメラ。 鮮 

明な像を観察、 確実に記録できます。 

Ⅰ電動 6 ケ穴レボ ルバーⅠ対物レンズに 連動 
した照明系の 切換えは 調光 ・開口絞り・ 視野 

絞りを自動完 7B 低 倍率のピント 合わせⅠカ 

メラ選択Ⅰ撮影レンズの 切換えなどを 自動化   
( マニュアル操作も 可 ) 

Ⅰ電動 6 ケ穴レボ ルバ r 帝 ND フィルター llE 吏 
階 切換えによる 自由羽先◆ボタンによるカメラ 

選択●撮影レンズ 4 種内蔵 ( ターレット切換ガ 

未知をひ射光学技術 
く 仕様 % 超広視野接眼 ( 視野致 25.5 めゆ 
鏡筒 長 定常装置付 e6 ケ 入電動Ⅰ ボ ルバー 

オリンパス光学工業株式会社 
オリンパス販売株式会社 

Ⅰ右下 共軸 ハンドル大型ステージⅠ各種 

ブリ レタ一内蔵 せ撮影 レノズ 4 種類内蔵 0 全 

自動写真撮影装置内蔵 Ⅰ 35 ㎜ハーフサイ 

ズ 撮影、 スケール写し 込み 可け ブショ カ 

カ リノ f ス 

@ Ⅰ   
カタログ・パンフレット 等のご請求 は 〒 l01 北爪 都 千代 Ul 区仲 Ul Ⅱ、 JllBjZ2-1-7  皿 活 03 一 292 一町Ⅱ (@<:) 

一 32 一 
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A5 判・ 296 頁 

定価 3800 円 
送料 300 円 

テラト一％ の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期胚の 
細胞生物学・ 分子生物学的研究， EC 細胞のキメラ 動物への応用などについて ，研 
究の進展を紹介し ，その理論と 実験技術を解説． 医学・生物学・ 薬学など発生学， 

遺伝学に関心を 持つ方がたの 絶好の参考書です． 

一基礎理論と 実験浩一 

mmm 大学妹尾主知九姉到」成王 あ $ 升 ・加藤淑 裕 

京者休学入谷 明嘔 両義塾大学鈴木枕 悦 

  東京大学館 卦 一編集 - 一一 
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●無菌 生走 
コ一 ニンバの組織培養用製品は、 無菌環境で作られています。 このた 

め バクテリアは 勿論 田幾械 油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養 特 
桂が 安定して ス 吐す。 

むフ オームラック 
臣一ニンバの 遠沈曹 ・培養 菅 には， フ オームラツク 付きがあ りますい 反 

納や 運搬 に 便利なうえ，ガタ ツキ がないため傷をつけることがなく、 

沈澱 物 が再浮遊する 心配もあ サ ません。 

朝 00% リータテスト 

コーニンバのフラスコは、 全教圧力試験を 行っております。 また厚手に 

成形されて @ せ すの 廿 、 シーク や クラックの心配はあ りません。 
のダフルシールキャップ 

タ     ブ ルシールキヤ ップ は、 容器の口部内 そ H@ と端部の 2 箇所でシール 
するもの て 、 漏洩を完全に 防ぎます。 
軸 クロスコンタミネーション 防止 
マイクロプノートは、 孔が独立しており、 クロスコンタミネーションの 

危険があ りません。 

  

0 表面処理は、 祝木性 と細 
" 硯 " 。 " 。 ""'""   
"" 九 " グ 。 " あ 。 ' せん 
0 日 TO は、 エチレン オ キサイ 
ト ガス       肋苗 です   
Ⅰ 群佃は カタログをご 肋木 ( 
ださい。 
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